




〔要約〕 

 川崎病の腎臓内の動脈病変の最も特徴ある所見としては,初期に中膜の水腫性粗開性変

化が著明に起ってくることにあると考えられる。その後,好中球も混じりつつリンパ球系細

胞ないし大単核細胞を主体とする炎性細胞浸潤としてみられる。次第に増殖性動脈炎の像

に移行し,以後瘢痕化に向うと考えたい。 

 しばしばみられる内膜肥厚は中膜に炎症があるために発来するものと,内膜肥厚部近く

になんらかの血管病変があり,その影響をうけ二次的に起ってくるものの二種があるよう

に考えられた。 


